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論文審査の結果の要旨 
 
提出論文では、医療サービスの質的向上のニーズに対して、特に薬剤服用を対象とし、その問
題解決策の実践事例として、薬剤服用時に使用する「モノ」のユーザビリティ向上のための患者
(利用者)の意識調査とそれを踏まえたデザイン提案・評価、薬剤師の服薬サービスの質の向上に
資するための与件抽出のための調査・分析結果を述べている。論文は、１章から６章までの構成
となっている。 
 第１章では、研究背景と研究目的、研究の位置付けを述べている。薬剤服用サービスに対する、
医師、薬剤師、利用者の関わりの中で、特に利用者を対象とした調査と提案・評価、薬剤師を対
象とした調査・分析を実施した研究であることを述べている。 
 第２章では、利用者を対象とした、薬剤服用時の失敗の内容、不満、問題意識に関する意識調
査を行い、多変量解析により分析し、利用者の潜在的関心の抽出を試みている。この分析で抽出
された要素を利用者側要件と定義し、可変的情報表示性、情報理解性、包装取扱性、携帯機能性、
失敗回避性、情報記憶性、長期的情報管理性としている。この項目に対する意識や行動の特徴に
基づき、利用者を５グループに分け、各グループの特性を明らかにしている。 
 第３章では、薬剤服用における操作・行為に着目して、第２章で述べたグループの中の包装使
用問題意識グループを対象とした薬包紙のデザイン提案を行っている。服用時の飲みこぼし等の
失敗回避、量や種類の正しい服用支援と、携帯忘れ防止を意図した一包化の薬包紙としている。
包装使用問題意識グループを対象として、提案モデルと従来の薬剤包装を比較する評価実験を行
い、総合満足度、情報表示の見易さ、薬剤の取り出し易さ等において、高い評価が得られたこと
を述べている。 
 第４章では、薬剤服用における情報表示に着目して、第２章で述べたグループの中の情報把握
軽視グループ、情報不理解グループを対象とした薬袋のデザイン提案を行っている。服用指示情
報の失念の改善を意図し、服用指示情報の注目度を高め、情報への接触の機会を増やす薬袋とし
ている。情報軽視グループおよび情報不理解グループを対象として、提案モデルと従来の薬袋の
使用感の比較実験を行い、総合満足度および機能別満足度ともに、高い評価が得られている。付
加機能として加えた服用状態のメモ機能については、作業負担を伴うため、高い評価は得られな
かった。 
 第５章では、利用者の服薬環境の与件抽出を目的として、服薬指導や健康相談を担う薬剤師の
意識調査の分析結果と考察を記述している。服薬指導・健康相談業務において、重視する項目と
必要とする情報について、アンケート調査を実施している。門前薬局体制により生じる情報取得
の問題点、薬剤師が重要視している情報の種類等を抽出している。併せて、業態や勤務環境に対
する、薬剤師の意識の相違も分析し、薬剤師が患者の保有する情報を入手し易くする仕組みの必
要性を述べている。 
 また、同時に調査している健康サポート薬局体制に対する、薬剤師の理解度、対応状況等の分
析結果と、それに基づく薬剤師支援情報システムの提案については、補章として論文に記載して
いる。 
 第６章では、1)利用者を対象とした服薬環境改善に向けたユーザビリティ向上のための要件を、
利用者対象の調査とその統計分析により抽出したこと、2)1)の要件に基づき、薬包紙の操作性と
薬袋の情報表示を事例として、デザイン提案およびその評価を実施したこと、3)薬剤師の服薬指
導、健康相談支援のための要件抽出を行ったこと を結論として述べている。今回の提案事例を
汎用的なデザインモデルに展開すること、薬剤服用リテラシー向上に資するデザインアプローチ
の必要性を今後の展望として述べている。 
 以上より、本申請論文は、これまでデザインの視点による問題解決策の提案が少ない、服薬支
援を対象としたデザインアプローチを実践するための、調査分析、事例提案、および、提案事例
の評価を実施した独創的な研究であり、医療サービスの向上が強く求められている社会的要請に
適合した有用な内容であるため、博士（芸術工学）の学位授与論文に値するものと認められる。 
 
 
